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大型武器ルール 
 
これは選択追加ルールです。 
サイズ毎の武器の性能の違いの概念を追加します。 
 

・武器サイズ 
武器サイズとはその武器がどの程度のサイズの者が扱える武器かを表しているものです。 
「武器サイズ=中型」なら、それは中型の、普通の人間サイズの者が扱うことを前提としている武器である
ことを示しており、「武器サイズ=大型」であれば、武器を扱える大型サイズの存在の使用を前提としてい
る(前提としてしまっている)武器だということを示しています。 
武器サイズが使用者のサイズより 1 段階高い、或いは 1 段階低い武器までなら通常の武器と同様に扱えます。 
また、武器サイズが使用者のサイズより 1段階低い場合、2H 武器を 1H 武器として扱えます。 
武器サイズが使用者のサイズより 2段階以上高い場合、大きすぎて扱うことが出来ません。しかし、もし肉
体値がその武器の必要肉体値に達しているのなら、例外的にその武器を扱うことができます。 
逆に武器サイズが 2段階以上低い場合は、小さすぎてまともに扱うのが難しくなります。具体的には 2段階
低い場合は命中に-2 のペナルティを受け、そこから更に 1段階武器サイズが下がっていくごとに-2 ずつペ
ナルティが累積していきます。但し、これはあくまで原則であり、武器によってはこの限りではない場合も
有り得ます。(異常に持ち手の長い剣など) 
基本ルールブックに記載されている全ての武器は「武器サイズ=中型」として扱います。 
 

・サイズ変動による性能の変化 
このルールに於いて、基本的にあらゆる武器は本来の武器サイズとは違う武器サイズの物も存在する、或い
は作成することが出来るものとします。これにより武器の性能が変動しますが、極端に大きな武器や、小さ
な武器は制作難度が高くなるため、それを入手するための流通レベルや金額なども同時に変動します。 
具体的には元となる武器から武器サイズが 1段階上がるごとに、 
必要流通レベルが+2 
必要肉体値が+2、 
ダメージが斬と叩はダイス数が 1d 増え、固定値が-1 され、刺は固定値が+1されます。 
複数の DT を持つ武器の場合それら全てが変動します。 
重量は 2倍になり、 
金額が「元の金額×元の肉体値」になります(元の肉体値が 1の場合は 2倍になります) 
(例：「武器サイズ=中型」のロングソードを「武器サイズ=大型」にした場合、必要流通レベルが 5、必要
肉体値が 4に、ダメージが 3d+1 斬が 4d 斬に、2d-1 が 2d になり、重量が 4、金額が 300 となります) 
 
 
逆に、元となる武器より武器サイズが下がる場合、1段階下がるごとに、 
必要肉体値が-2(下限は 1)、 
ダメージが斬と叩はダイス数が 1d 減り、固定値が+1 され、刺は固定値が-1されます。 
(もし斬、叩の元のダイス数が 1d だった場合は斬、叩のダメージの固定値が-2 されます) 
同様に、複数の DT を持つ武器の場合それら全てが変動します。 
重量は半分になり、 
金額は元の武器の武器サイズが大型以上の場合は半額になり、中型の場合は変動なし、小型以下の場合は金
額が 4倍になります。 
必要流通レベルは元の武器の武器サイズが中型以上なら変動なし、小型以下の場合は+2 されます。 
(例：「武器サイズ=中型」のロングソードを「武器サイズ=小型」にした場合、必要流通レベルが 3、必要
肉体値が 1に、ダメージが 3d+1 斬が 2d+2 斬に、2d-1 が 2d-2 になり、重量が 1、金額が 150 となります) 
 
1※ 
サイズの低下には限界があり、これによってその武器のいずれかの DT のダメージの最低値が 0以下になっ
てしまう場合、それは作ることが不可能、或いは武器としてはまともに機能しないミニチュアとして扱われ
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ます。これをどうしても武器として使用する場合は全ての DT のダメージが 1d となります。 
 
2※ 
矢弾を用いる射撃武器は、矢弾もそれに合わせたものにする必要性があります。 
具体的には武器サイズが 1段階上がるごとに使用する矢弾の重量と金額が 2倍になります。 
また、それらを収めるための矢筒などもそれに合わせたものが必要となります。 
これも同様に 1段階上がるごとに重量と金額が 2倍になります。 
逆にサイズが下がる場合は 1段階下がるごとに重量と金額が半分になります。 


